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□　巻頭言 

山田　剛 
一般社団法人三重県診療放射線技師会　副会長 

　平成30年度より、三重県診療放射線技師会の副会長を務めさせてもらっている三重大学
病院の山田です。 
　私は理事を務めさせていただいて、今年で11年目に突入します。今回、初めてこの巻頭
言を書かせてもらう機会を頂きましたので、私の三重県診療放射線技師会への想いについ
て書かせて頂きます。 
　診療放射線技師になって三重大学病院へ入職したころは、技師会という存在こそは知っ
ておりましたが、なんとなく遠くにある存在で、職場の先輩方が入っているのを見習って
入会しました。診療放射線技師として多くの経験をつみ、一番仕事に対して自信が持てる
様になったころ、当時の技師会会長であった当院の技師長に声をかけられ理事になりまし
た。そして気がつけば、技師歴も20年を越え、ここ数年で新たに診療放射線技師になられ
た方々から見ると、大先輩というかお父さん的な立場になっています。理事になってから
は、学術・教育を担当させて頂き、東海四県学術大会、CCRT（中部放射線医療技術学術
大会）などの各県が持ち回りで行う企画の会を始め、三重県独自の学術講演会等の開催
等、診療放射線技師会の理事であるからこそ、経験できる多くの業務を、前回の巻頭言を
頂いた武藤副会長を始め、多くの良き理事の方々に恵まれたおかげで、務める事ができま
した。この様な職場以外の業務経験は私の中で、貴重な財産であると言えます。また、こ
れら研究会の開催を滞りなくできるのは、技師会運営に必要な書類作りや会計手続きを担
当して頂いている庶務担当、会計担当の理事、皆様もご活用されている三重県診療放射線
技師会のホームページやメルマガを運営、企画して頂いている広報担当の理事ら皆がチー
ムであるからこそであると日々感じております。そしてこの活動は、会の企画に参加する
会員の方々には、日常業務のための新たな発見につながると考えますし、企画に参加する
事ができない会員の方々にも業務拡大に伴う法改正を始め、日本診療放射線技師会からの
我々の業務に関連する情報をホームページやメルマガを通じてお届けすることができてい
ると考えております。 
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　2017年3月31日現在、三重県診療放射線技師会の会員数は481名で入会率は71.3%（全国
平均54.5%）となっており、三重県の入会率は高い方と思われますが、将来、三重県が全
国で一番、診療放射線技師会への入会率が高い県になる事が私の夢です。それには私たち
のさらなる努力で魅力ある技師会にする事が必要なのはもちろんですが、会員の皆様にも
研究会を始めとする技師会開催のイベントに積極的にご参加いただき、そこで多くのお言
葉を頂ける事によって魅力ある技師会、全国入会率N o 1の技師会になれると信じていま
す。 
　まだまだ未熟者ですが、皆様のご指導を頂きながら、成長し、自分と同じ様に三重県診
療放射線技師会の組織率も成長することを願っております。今後ともよろしくお願いいた
します。 
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□　助成団体活動報告 

平成30年 第2回 津・榊原地区研究会 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平成 30年第 2回津・榊原地区研究会 

報告：榊原温泉病院 草川 拓也 

開催日時 平成 30年 11月 30日(金)19時 

場所   七栗記念病院 七栗記念ホール 

参加人数 23名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第一部 リードレスペースメーカー製品説明       日本メドトロニック株式会社 
・リード付ペースメーカーの簡易説明本体 
・リードレスペースメーカーの説明 
リード付ペースメーカーとの違い・植込み位置・重量・植込み適応 
植込みのメリット(感染後・透析・静脈閉塞等)、リードレスペースメーカーの寿命につ

いて(7年～10年)リードレスペースメーカーの植込み動画の紹介（手技のポイント） 
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・・MRI撮像について(条件付き 1.5T＆3T全身撮像可能) 
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第二部 植え込み型デバイスについて   
医療法人 三重ハートセンター 循環器内科部長 鈴木 啓之 先生 

鈴木先生には植え込み型デバイスについて講演いただきました。特別講演では植込み型デ

バイスの種類、治療対象疾患や合併症について詳しく学ぶことができました。 
内容は下記の通りとなっております。 
ペースメーカー 
徐脈性不整脈の治療 
洞不全症候群、房室ブロック 
徐脈関連症状とは一過性脳虚血 失神、めまい、ふらつき 
        運動耐容能力低下 全身倦怠感、疲労感 
        心不全 労作時呼吸困難 
ペースメーカーの種類          ＊A（atrium）心房 V（ventricle）心室 
・シングルチャンバー方式 VVI（心房）、AAI（心室） 
・デュアルチャンバー方式 DDD リードが２本   
ペースメーカー関連合併症について 
 ・気胸、リードによる穿孔、心タンポナーデ、ポケット内出血(血腫) 
 ・ポケット感染、全身感染症(敗血症) 
リードレスペースメーカーのメリット 
 ・合併症の減少（感染、リード問題） 
 ・大腿静脈からアプローチ可能（透析の患者でもシャントが問題にならない） 
植込み型除細動器（ICD） 
頻脈性不整脈の治療  心室頻拍、心室細動 
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第三部 MRIと植え込み型デバイス  
医療法人 三重ハートセンター 放射線科 水崎 繁先生 

第三部ではペースメーカーの患者様に対してMRIを実施できる条件について、なぜペー
スメーカーが禁忌であるのか、心臓MRIの症例について学びました。 

MRIを実施できる条件 
①ペースメーカー側の条件 本体とリードがMRIに対応していること 
②装置の条件、施設の条件 
 なぜMRI検査はペースメーカーが禁忌なのか 
RFパルス、静磁場、傾斜磁場 
・リードの発熱 ・不必要な心筋刺激の発生 ・ペースメーカーリセット及びリードスイ

ッチの作動などがある 
今回、研究会参加者の中では 2名がMRI対応ペースメーカー認定施設でした。当院を含

め参加施設の多くではMRI対応のペースメーカーであっても禁忌である。最新のペースメ
ーカー情報、医療安全面を学んだので、今後も気を付けて検査をしていこうと思います。 
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当研究会は年 3回を予定しています。第 3回につきましては下記の日時を予定しております。

研究会の案内は技師会ホームページにてお知らせします。 

皆様の参加を世話人一同お待ちしております。 

第 3回研究会 2019年 2月 22日(金)19時 七栗記念病院 (テーマ：人工知能、放射線被曝低

減努力に関して、症例検討) 

＊日時、テーマの変更あり。随時技師会ホームページに掲載予定。 

代表世話人 榊原温泉病院 白藤 裕敏 

事務局 榊原温泉病院 

Mail:sakakibaraonsenhp@gmail.com 

 



第105回 北勢消化器画像研究会（緊急企画） 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第 105回北勢消化器画像研究会（緊急企画） 

報告者 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤誠 

日時 平成３１年 2月 16日（土） 14:00～17：30 

場所 尚豊会 みたき総合病院 １階 多目的ホール 

参加人数  33名 

 

情報提供 大腸 CTの有用性と今後      

講師株式会社伏見製薬所 安藤伸夫 

 大腸 CTの全般にわたる情報と大腸 CT用造影剤について解説していただいた。 

 

教育講演① 「排便障害と排便造影検査」 

講師 四日市羽津医療センター 平野みゆき 

 排便障害とは、排便に関連した神経の伝達、蠕動運動の低下、括約筋の障害などが原因となり、

自らの意思で排便のコントロールが出来ない状態。症状としては便秘・便失禁・排便困難が挙げ

られます。 

排便造影検査の目的は、排便造影検査は排便の際の直腸と骨盤底筋群の形態と動態を評価、 

排便時の直腸の動き、括約筋の機能不全、直腸瘤、小腸瘤、直腸重積の有無などの評価を行い

ます。 

検査には、便の代わりにカルメロースナトリウムに粉末のバリウムを加えたでゼリー状の疑似

便を用います。 

体内に注入する量は 100～150ｍｌほどで、

注入中に便意を感じたり 直腸が疑似便で十

分満たされている場合は注入を終了します。 

撮影は、側面像に加え可能なら正面像も撮影

します。 

安静時、収縮時、怒責時、排便時、排便終了

時の撮影を行います。 

これらの検査画像から、評価の基本となるの

が直腸肛門角 ARAです。 

排便障害は、若年者から高齢者までどの年代

にとっても、QOLを著しく下げてしまう疾患

で、症状も様々なため、患者に合わせた 検

査・治療 を行う必要があります。 

当院では月に一度、医師を中心に様々な職種

のスタッフが集まり排便障害検討会を行って

より良いチーム医療を目指しています。 
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教育講演② 腸 CT検査の ABC 

超（腸）わかりやすい解析法、教えます。 

医療法人尚豊会みたき総合病院 村田 浩毅 

はじめに 

 国立がん研究センターは、2014 年度に新たにがんと診断された患者数の内訳について某国し

ており、大腸がんが胃がんをはじめて抜いて、男女別の合計 1位になりました。厚生労働省はが

ん検診受診率向上に対する対策を講じており、20％台であった受診率が 40％程度まで上昇して

おります。便潜血陽性者に対する精密検査では、大腸内視鏡検査がその受け皿となるべきですが、

便潜血陽性者からのがん発見率は２％程度と言われており、内視鏡検査医のマンパワーが課題

とされております。便潜血検査と内視鏡検査の間に大腸 CT検査を位置づけることにより、効率

的な内視鏡検査を実施することが可能と考えます。大腸 CT検査の導入に当たっては、前処置・

腸管拡張・大腸解析が大腸 CT検査の固有な精度管理因子として挙げられ、特に大腸解析を誰が

行うのかという問題があり、検査が普及しない原因の一つなっている。そこで、今回実機の操作

を行いながら大腸解析の実際を紹介し、今後導入を検討されている施設の一助になればと考え

ます。 

大腸解析のトレーニング方法 

 当院で使用している大腸解析用の Workstation は Ziosoft社製の Ziostation２を使用してお

ります。大腸解析のトレーニング方法としては、大腸に関する基礎知識の習得が重要です。大腸

の解剖や壁構造、大腸がんの肉眼型については各書籍を参考にして頂ければと思います。 

Ziostation２を使用した大腸解析法 

 大腸解析の大まかな流れとして、パス作成、存在診断、質的診断となる。パス作成以前に CT

コンソールにて Axial 画像を用いて腸管拡張の程度、粗大病変の有無について確認を行う。

Volume dataを Workstationに送信し、パスの作成を行う。大腸の形態が自動的に認識され腸管

の中心を通る芯線が抽出される。仮想注腸像にて粗大病変の確認も同時に行う。パス作成後に 2

体位同時比較の画面を用いて、仮想大腸展開像（VGP）、仮想内視鏡像、仮想内視鏡＋MPR、Axial

画像、MPR画像、仮想注腸像などを一面で確認することができる。 

存在診断では、仮想大腸展開像を用いて粗大病変の有無についてチェックを行う。半月ひだ上の

病変などに注意する。続いてスコープビューと呼ばれる魚眼レンズ系の仮想内視鏡を用いてで

きるだけ視野サイズを広げて確認を行う。それぞれチェックされた病変に対して質的診断を行

っていく。この場合、仮想内視鏡でチェックされたポリープ疑い病変に対する残渣との鑑別も含

まれる。質的診断は仮想内視鏡＋MPR、最終的には MPRで良悪性の鑑別や深達度診断、またはリ

ンパ節や壁外浸潤の有無などのチェックを行う。仮想注腸像での側面像も深達度診断には有用

である。 

まとめ 

 大腸 CT検査の解析について診療放射線技師の立場として実症例を交えて解説しました。 
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大腸 CT検査の現状と課題 

医療法人山下病院 放射線科 末松誠司 

編集 みたき総合病院 村田浩毅 

大腸 CT検査の魅力は、簡便に全大腸の検査が可能であるところである。山下病院での大腸 CT検

査件数は、2017年度実績において年間 2,000件を超え、国内で最も大腸 CT検査を行っている施

設である。開始した 2003 年から 2018年 9月の実績として 28,950 件もの大腸 CT 検査を行って

きている。その山下病院だからこそわかる大腸 CT検査の現状と課題について、前処置・撮影方

法条件・解析画像・一次チェックについて解説を行って頂きました。 

１． 前処置 

内視鏡検査と差別化を行うためには、前処置を軽減する必要がある。大腸内視鏡検査で

は２L程度の腸管洗浄剤を飲用して頂くために、受容性が低い。そこで高張液を使用した前

処置を行うことで 180ml程度の腸管洗浄剤の服用となり受容性が向上する。 

また、タギングといってバリウム等の造影剤を服用して頂くことにより残便が高吸収とな

り、大腸解析を行う場合に残渣・残液との鑑別が可能となる。多少便が残っても仕方がない

検査であり、大腸 CT検査では綺麗な DATAではなく、読影可能な DATAが求められる。また

マグコロール P の作用持続時間は 12 時間とされその効果時間を意識した投与が必要とな

る。山下病院が目指す前処置はできるだけ簡便な方法で受診者にもスタッフにも理解しや

すい前処置とのことである。 

２． 撮影方法・条件 

 鎮痙剤は使用することで腸管拡張が良好になる可能性が増加する。炭酸ガス送気開始時

にあたってはコミュニケーションを図り緊張を和らげることが重要である。位置決め画像

で腸管拡張と小腸への流入を確認して本スキャンを行う。拡張不良を防ぐために腹臥位時

には左側を 10度くらい上げて斜位にして撮影を行う。また受診者の体格によって送気圧を

設定する。 

３． 解析画像 

 正しい撮影が行えていないと解析は不良となる。残渣の標識状態、盲端の拡張、加工結腸

の確認、S状結腸のたわみ具合を確認して検査を終えることが重要である。読影時のポイン

トとしては肉眼型、内部 CT値、可動性についてチェックすることがポイントである。 

４． 一次チェック 

 大腸 CT検査の普及においては技師読影が必須と考える。その読影方法としては 2体位を

基本とし、タギングは補助程度に活用する。注腸や内視鏡検査では検査中に所見を識別し

ながら行っていくが、大腸 CT 検査では検査後に所見を拾い上げるために 2 体位で比較し、

重力による移動や形状変化で病変を拾い上げることが重要である。 

まとめ 

  大腸 CT検査の現状と課題について山下病院での経験を基に講演して頂きました。 

 



第40回 三重乳腺勉強会 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第7回 三重CTカンファレンス 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活動報告 
第 7回三重 CTカンファレンス 

日時：平成 31年 3月 3日（日） 
場所：鈴鹿医療科学大学    3513講義室 
参加人数 61名 （事前登録 9名） 
テーマ 『 最近、気になる話題 』   総合司会 加納拓真 
内容 第一部 
  『2020年から始まる線量管理って？？』 株式会社 A-Line 北中康友 
『線量管理システム Dose Watch 』     GE Healthcare  
『頑張れ CTC!!』                      岡波総合病院 松本直之 
 第二部 
大学院へ ～各大学院の経験者から～  （5月 1日現在） 

鈴鹿医療科学大学    保健衛生学部 放射線技術学科 教授 武藤裕衣 博士取得 
金沢大学      伊勢赤十字病院  伊藤伸太郎 2019年 4月から博士後期課程~ 
放送大学      鈴鹿回生病院   水井雅人  博士取得 
藤田医科大学    JCHO四日市羽津医療センター 磯部好孝  修士取得 
 
今回、最近、気になる話題をテーマに第 7回 CTカンファレンスを開催しました。 
第一部では DRLｓ2015（診断参考レベル）から画像診断管理加算 3などの保険収載の条件
なども含め 2020年 4月 1日より X線 CT装置、PET/CT装置、循環器用 X線透視診断装
置、診断用放射性同位元素を対象に線量の記録、最適化を目指した管理が義務化されるこ

とについて講演してもらった。A-Line 、GE Healthcareでは線量管理システムの説明もし
てもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  会場の様子 
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 頑張れ CTCの講演では、大腸がんの現状からガストログラフィンとコロンフォートを使
用した経験の講演でした。ガストログラフィンを実際に飲んだことがあるそうで、とにか

くまずい！と実体験の話をしていた。2012年から保険適用されたコロンフォートによる
CTCの経験では季節によって大腸のバリウムの付着が変わるので前処置の方法も色々検討
しているといった内容でした。松本先生は三重県から大腸がん死亡者数を 0人にしたいと
熱く語っていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前処置の米粒をよく噛んでもらうことを記載した。  松本先生の思い。大腸がん死亡数 0。 
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大学院へ ～各大学院の経験者から～では各大学院を卒業した 4名の先生に大学院へ進学
に至った経緯、各大学院の特徴の講演でした。授業の頻度からどのように単位を取得し論

文を執筆していったのか、自分の研究テーマを交えて話をしてもらった。学費の詳しい話

しもあり大学院の進学を考えている人にとっては参考になった話であったと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金沢大学へ伊藤先生スライド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
放送大学へ水井先生のスライド 
 
 
 
講義を担当して下さった先生、ありがとうございました。 



第66回 南勢地区消化管撮影技術研究会 

報告　山本　憲一 

 20

【研究会活動報告】 

                             報告   山本 憲一 

第 66 回 南勢地区消化管撮影技術研究会 

 

日  時  2019 年 3 月 14 日 木曜日 18 時 30 分 

場  所  市立伊勢総合病院 ２階 会議室       

参加人数  35 名 

内  容   

18：30～ ＊情報提供 

                            カイゲンファーマ  

今回の新しい情報は現代日本人の大きな問題となっている睡眠負債についてです。 

慢性的な睡眠不足の蓄積による睡眠負債が深刻化していますが正確に睡眠状態を評価でき

る脳波計を紹介して頂きました。 

手のひらサイズの脳波計で寝付くまでの時間や熟睡度など、睡眠の質に関する様々な数

値が正確にわかります。 

睡眠と関連のある疾患と言われる認知症やうつ病、生活習慣病等の対策に大変興味深い

情報でありました。 
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＊   市立伊勢総合病院  
        新病院 紹介・見学会 
2019 年 1 月に開院した市立伊勢総合病院の紹介をして頂きました。 
放射線科の撮影室・機器を始め、病棟やその他の施設を数々見学させていただきました。 
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                世話人   :      山本 憲一 

                      向井 恭祐 

＊日本消化器がん検診学会 胃がん検診専門技師 更新単位付与  

＊消化管撮影に興味がある方、どなた様でも参加して頂けます 

後援：（一般社団法人）三重県診療放射線技師会 



□　平成30年度 三重県診療放射線技師会活動報告 
庶務 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学術・教育 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平成30年度活動報告（学術・教育） 

担当業務理事　丹羽　正厳（担当理事数3） 

担当理事数 3
会議の開催状況（メール審議は除
く）
開催日 項目 開催場所 内容 出席者

数
2018/5/26 三重県診療放射線

技師会学術講演会
三重大学医学部
臨床第2講義室

特別講演　 
「リウマチ・膠原病性疾患における画像診
断の重要性」  
三重大学医学部附属病院　 
リウマチ・膠原病センター　教授　 
中島　亜矢子先生

93

2018/6/17 
2018/6/24 
2018/7/1 
2018/7/8 
2018/7/15 
2018/7/16

第1種放射線取扱主
任者試験受講対策
講座

鈴鹿医療科学大
学 千代崎キャ
ンパス

法令 
鈴鹿医療科学大学　中西　左登志先生 
生物学 
中部大学　伊藤　守弘先生 
化学 
中部大学　金政　真先生 
物理学 
伊勢赤十字病院　柴原　卓彦先生 
管理測定技術 
三重大学医学部附属病院　永澤　直樹先生 
物化生 
鈴鹿医療科学大学　中舎　幸司先生

67

2018/12/15 第13回 
骨・関節単純X線撮
影を熱く語る集い

鈴鹿医療科学大
学 千代崎キャ
ンパス

教育講演  
「安定した画像提供を可能にする膝関節X
線撮影理論」（資料付き） 
三菱神戸病院　画像技術科　 
高井　夏樹先生 
撮影法・症例検討 
「膝関節の非外傷性疾患」 
三重大学医学部附属病院　中央放射線部 
橋爪　健悟先生 
「膝関節の外傷性疾患」 
市立四日市病院　医療技術部　放射線室 
堀　瑞希先生

57
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2019/1/12 学術講演会 三重大学医学部
臨床第2講義室

教育講演1 
「診療報酬改定と医療法改正から読める最
新動向」 
JIRA経済部会　部会長　根本杏林堂　 
医療政策担当部長　鍵谷　昭典先生 
教育講演2 
「医療被ばく低減施設認定を目指して」 
JA愛知厚生連　安城更生病院　 
診療協同部長　柘植　達矢先生　 
特別講演1　 
「AI時代にむけて診療放射線技師は何をす
べきか」 
藤田医科大学　医療科学部　放射線学科 
准教授　寺本　篤司先生 
特別講演2　 
「日本における負荷心筋シンチグラフィの
プロトコルと被ばく」 
大阪大学大学院医学系研究科　保健学専攻　
医療技術学分野　医用物理工学講座　分子
イメージング学教室　 
教授　福地　一樹先生

102



広報 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平成30年度活動報告（広報） 

担当業務理事　浅沼 源示（担当理事数 3） 

会議の開催状況 メールによる会議・相談　延べ22回
HPおよびfacebookへ

の掲載
助成団体開催案内　HP:19回 facebook:19回 
求人情報　HP:9回 facebook:9回

web会誌の作成（1）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　285 号（10月号） 
発行期日：平成25年10月26日 
ページ数：48 
内　　容：巻頭言、新役員組織図・紹介、研究会からのお知らせ、助成団体活動報

告、総会・理事会議事録、編集後記 
詳細はWeb会誌参照 
原稿依頼、雑誌に掲載した研究会等に関する当日写真撮影、撮影写真編
集、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行った。

web会誌の作成（2）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　286 号（2月号） 
発行期日：平成26年2月22日 
ページ数：60 
内　　容：巻頭言、研究会からのお知らせ、学術大会アンケート結果、助成団体活

動報告、第1回三重県診療放射線技師学術大会 座長集約、若葉セミナー
報告、新春学術講演会報告、理事会議事録、編集後記 
詳細はWeb会誌参照 
原稿依頼、雑誌に掲載した研究会等に関する当日写真撮影、撮影写真編
集、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行った。

web会誌の作成（3）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　287 号（5月号） 
発行期日：平成26年5月17日 
ページ数：51 
内　　容：巻頭言、助成団体活動報告、三重県診療放射線技師会活動報告、理事会

議事録、第69回定期総会資料、編集後記。 
詳細はWeb会誌参照。 
原稿依頼、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行
った。

新事業 メール配信サービスの準備 
本配信　5回



□　議事録 
平成30年度 第4回 理事会 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平成30年度 第5回 理事会 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□　平成30年度 第69回 定期総会資料 
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□　編集後記 

清々しい晴天が続いております。 
長いゴールデンウィークが明け、令和が始まりました。 
若葉が萌えて何か体から力が湧いてくる気がする季節です。 
ジメジメした梅雨入りまでの間に今年の目標達成に向けて下準備を
したいと思います。 
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